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衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
内
閣
官
房
報
償
費
の
支
出
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

内
閣
官
房
の
報
償
費
に
つ
い
て
は
昭
和
五
十
八
年
度
以
降
財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
三
十
三
条
第

し

二
項
に
よ
り
彼
此
流
用
を
行
っ
た
例
は
な
い
。
そ
れ
以
前
に
は
、
例
え
ば
昭
和
五
十
七
年
度
に
お
い
て
、
（
目
）
退
職
手
当

か
ら
、
同
項
に
基
づ
く
彼
此
流
用
を
行
っ
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

報
償
費
は
、
国
が
国
の
事
務
又
は
事
業
を
円
滑
か
つ
効
果
的
に
遂
行
す
る
た
め
、
当
面
の
任
務
と
状
況
に
応
じ
そ
の
都
度

の
判
断
で
最
も
適
当
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
機
動
的
に
使
用
す
る
経
費
で
あ
る
。

内
閣
官
房
の
報
償
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
費
の
性
質
上
、
行
政
の
円
滑
な
遂
行
に
重
大
な
支
障
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る

た
め
、
そ
の
具
体
的
な
使
途
等
は
公
に
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
取
扱
責
任
者
の
そ
の
都
度
の
判
断
に

よ
り
、
適
切
な
使
途
に
つ
い
て
、
最
も
適
当
と
認
め
ら
れ
る
方
法
で
支
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
支
出
は
、
所
定
の
会
計
手
続
に
の
っ
と
り
、
領
収
書
等
の
証
拠
書
類
を
整
備
し
て
適
正
に
行
っ
て
お
り
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
の
会
計
検
査
院
に
よ
る
検
査
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。


